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〈別紙１〉 

  

平成31年第１回豊岡市議会（定例会）議案付託分類表 

 

【予算決算委員会】 

  第22号議案 平成30年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

  第32号議案 平成31年度豊岡市一般会計予算 

第44号議案 平成30年度豊岡市一般会計補正予算（第12号） 

 



〈別紙２〉 

 

 平成 31 年３月定例会  
 

予 算 決 算 委 員 会  審 査 日 程 表 

審 査 日 程 付託（分担）議案 審  査  内  容 
 

全体会① 
 

３月７日（木） 
本会議散会後 
 
議 場 
 

 

【予算決算委員会】 

第22号議案 平成30年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

第32号議案 平成31年度豊岡市一般会計予算 

第44号議案 平成30年度豊岡市一般会計補正予算（第12号） 

 
＜説明＞ 
＜質疑＞ 
 
○各議案分科会分担 

 
分 科 会 

 
３月11日（月） 

9：30～ 
３月12日（火） 

9：30～ 
 
委員会室 
 

 

【総務分科会】 

第22号議案 平成30年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

第32号議案 平成31年度豊岡市一般会計予算 

第44号議案 平成30年度豊岡市一般会計補正予算（第12号） 
 
※ 第22号議案及び第32号議案中の人件費分は、総務分科会に
一括分担する。（以下同じ。） 

 

【文教民生分科会】 

第22号議案 平成30年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

第32号議案 平成31年度豊岡市一般会計予算 

 

【建設経済分科会】 

第22号議案 平成30年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

第32号議案 平成31年度豊岡市一般会計予算 

 

 
＜提案説明＞ 
＜質疑＞ 
＜討論＞ 
＜表決＞ 
 
《分科会審査意見、要望の
まとめ》 
 
※ 予算決算委員会への
付託議案は、３常任委員
会の開催中に、分科会に
切り替え、分科会に分担
された議案を審査する。 

 
全体会② 

 
３月19日（火） 

9：30～ 
 
議 場 
 

 

【予算決算委員会】 

第22号議案 平成30年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

第32号議案 平成31年度豊岡市一般会計予算 

第44号議案 平成30年度豊岡市一般会計補正予算（第12号） 

 

 
＜各分科会長報告＞ 
 ・総務分科会長 
 ・文教民生分科会長 
 ・建設経済分科会長 
＜質疑＞ 
＜討論＞ 
＜表決＞ 
 
《委員会審査における意
見、要望のまとめ》 
 

 

省略 

 

【分科会後～全体会②の間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<全議員> 

分科会長報告の要旨を 

事務局から議員に送付 

３/14(木) 17:15までに 

<通告をされる議員のみ> 

意見・要望の通告期限 

３/18(月) 正午までに 
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予算決算委員会分科会における意見・要望（要旨） 
 

平成 31 年第１回豊岡市議会（定例会） 

 

議案番号及び件名  第22号議案 平成30年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

【総務分科会】 

意見・要望なし 

 

【文教民生分科会】     

意見・要望なし 

 

【建設経済分科会】 

森林整備地域活動支援交付金の自主返納に関する件 

今回の補正予算で 624 万円の返納の予算があがっている。 

森林整備については、多額の補助を受けて森林計画を作成し、間伐等も実施する

というものであった。 

しかし、計画だけが策定され間伐事業は行われていないとの指摘を受け自主返納

が求められた。 

多額の公費を使いながら、非常に甘い事業推進と言わざるを得ない。 

山林を多く抱える本市にとって、山林の再生ということが大きな目標となってい

る中、中途半端な事業になったことを大いに反省し、今後このようなことのないよ

うチェック機能を十分発揮されたい。 

 

 

議案番号及び件名  第32号議案 平成31年度豊岡市一般会計予算 

【総務分科会】 

意見・要望なし 

 

【文教民生分科会】 

「乳幼児等医療費助成事業費」及び「こども医療費助成事業費」に関する件 

県下市町の状況を踏まえて、当局がその必要性を認識することがまず第一であり、

今後さらに前向きな研究、検討を積極的に進められたい。 

 

「生涯学習サロン整備事業費」に関する件 

当局から新築整備の方針が示されたが、基礎工事、施設規模等について、具体的

な内容は明確に示されていない。 

改修を前提として中古物件を購入したが、不同沈下が発見されたことに伴い、整

備方針の変更を余儀なくされ、その結果多額の経費が発生すると見込まれる。 
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総事業費の適正化を検証し、施設の利活用についても十分検討され、中心市街地

の活性化に結びつくよう事業の推進を図られたい。 

 

「幼児教育・保育の無償化」に関する件 

幼児教育・保育の無償化によりさらなる保育ニーズの高まりが見込まれる。 

保育士等の確保や施設のあり方について、乳幼児人口の将来推移を見通すととも

に、保護者や現場の声、市民の意見等を十分に反映した事業の推進を図られたい。 

 

【建設経済分科会】 

プレミアム付商品券事業費に関する件 

消費税引き上げに伴うプレミアム付商品券事業は、消費の落ち込みを少しでも緩

和させるために行われるものである。消費者が利用しやすく、また参加される商店

等の負担が極力少なく、かつ地域的なバラつきもできるだけ偏りがないようなスキ

ームを考えられたい。 

 

バイオマスタウン推進事業費に関する件 

バイオマスタウン構想の下、国等の多額の補助金を使い豊岡産ペレット生産拠点

として、北但東部森林組合が株式会社豊岡ペレットを立ち上げたが、本年８月末の

ペレット製造の中止は、大変残念なことである。 

すでに導入されたストーブ、ボイラーへの今後のペレット供給については十分に

検討し、安定して継続使用ができるよう配慮されたい。 

また、森林環境譲与税についても、本来の目的に沿って十分検討した上で、今後

の展開を図られたい。 

 

コウノトリ豊岡寄付金推進事業費に関する件 

本市のふるさと納税については、近年減少傾向にある。品目や PR 方法の見直し等

をさらに進めるなど、増収にむけての一層の努力を傾注されたい。 

 

コウノトリ育むお米の海外販売促進に関する件 

コウノトリ育むお米については、海外展開はもとより、国内販売においてもより

積極的に推進されたい。 

 

 

議案番号及び件名  第44号議案 平成30年度豊岡市一般会計補正予算（第12号） 

【総務分科会】 

意見・要望なし 
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午前９時２７分開会 

○委員長（井上 正治） おはようございます。 

 皆さんおそろいになりましたので、ただいまから

予算決算委員会を開会をいたします。 

 日一日と春が近づいてきておりますけども、まだ

朝晩につきましては寒いですけども、昼間は高いと

いうふうな気温の格差がございまして、体の管理に

は大変だと思いますし、また花粉症の季節でもござ

いまして、本当に花粉症の方は大変だと思います。 

 平成３１年度の予算でございます。大変重要な今

回の予算決算委員会でございますので、皆さんの忌

憚のないご意見をいただきながら進めてまいりた

いというふうに思います。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 本委員会に付託されました議案は、去る３月１１

日、１２日の両日の各分科会が開催され、審査され

ました。本日は、分科会審査を終えた３件の議案審

査を行いますので、ご協力をよろしくお願いをいた

します。 

 これより、１の付託案件の審査に入ります。 

 審査順序につきまして確認させていただきます。 

 お手元に配付しております別紙に、審査日程表の

最下段の太枠、３月１９日欄に記載のとおり、まず

議案ごとに各分科会長報告、次に分科会長報告に対

する質疑、討論、表決を行い、その後、委員会意見、

要望の取りまとめを行うことにいたしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井上 正治） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 委員の皆さん並びに分科会長の皆さんは、質疑、

答弁に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて、

簡潔明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別の

ご協力をお願いをいたします。 

 それでは、審査日程表に基づき、審査を進めてま

いります。 

 初めに、第２２号議案、平成３０年度豊岡市一般

会計補正予算（第１１号）を議題といたします。 

 まず、総務分科会長の報告を求めます。 

 井垣文博委員。 

○総務分科会長（井垣 文博） 第２２号議案中、総

務分科会に分担されました事項について、審査の結

果をご報告いたします。 

 本案は、年度末における入札残及び事業費の確定

に伴うもののほか、３月末までの支出予定の精査に

よる不用額の減額を主とした補正予算です。 

 当分科会に分担されました事項は、所管事項に係

る歳入予算補正、全項目にわたる人件費を含む歳出

予算補正、繰越明許費補正、債務負担行為補正及び

地方債補正についてです。 

 当局に対し各項目にわたり詳細な説明を求め、慎

重な審査を行った結果、格別異議なく、原案のとお

り可決すべきものと決定しました。 

 以上ご報告いたします。 

○委員長（井上 正治） 次に、文教民生分科会長の

報告を求めます。 

 竹中理委員。 

○文教民生分科会長（竹中  理） 第２２号議案中、

文教民生分科会に分担されました事項について、審

査の結果をご報告いたします。 

 当分科会に分担されました事項は、所管事項に係

る歳入歳出補正並びに繰越明許費補正、債務負担行

為補正及び地方債補正についてであります。 

 当局に対し各項目にわたり詳細な説明を求め、慎

重に審査を行った結果、格別異議なく、原案のとお

り可決すべきものと決定をいたしました。 

 以上ご報告いたします。 

○委員長（井上 正治） 続いて、建設経済分科会長

の報告を求めます。 

 西田真委員。 

○建設経済分科会長（西田  真） 第２２号議案中、

建設経済分科会に分担されました事項について、審

査の結果をご報告いたします。 

 当分科会に分担されました事項は、所管事項に係

る歳入及び歳出補正、繰越明許費補正、債務負担行

為補正、地方債補正の関係部分についてであります。 

 当局に対し各項目にわたり詳細な説明を求め、慎

重に審査する中で、一部委員より反対の立場から、

プレミアム付商品券事業について、購入価格は２万

円で商品券額面は２万５，０００円、２５％お得と
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いうが、想定対象者は１万９，７３８人で、市民の

約４分の１にしかすぎない。財源について、国会の

開催中であり、消費税の引き上げが確定したわけで

もなく、仮に今後決定されたとしても、その時点で

の対応でいいのではないかと考えるとの意見が出

されました。 

 一方、賛成の立場から、国の消費税増税が前提の

プレミアム付商品券事業は、消費の減少を少しでも

緩和させる事業であり、やむを得ないと考えるとの

意見が出されました。 

 このため、採決を行った結果、賛成多数で原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 

 なお、当分科会は、次のとおり意見及び要望を付

すことに決定しました。 

 森林整備地域活動支援交付金の自主返納につい

て、今回の補正予算で６２４万円の返納の予算が上

がっている。森林整備については、多額の補助を受

けて森林計画を作成し、間伐等も実施するというも

のであった。しかし、計画だけが策定され、間伐事

業は行われていないとの指摘を受け、自主返納が求

められた。多額の公費を使いながら非常に甘い事業

推進と言わざるを得ない。山林を多く抱える本市に

とって、山林の再生ということが大きな目標となっ

ている中、中途半端な事業になったことを大いに反

省し、今後このようなことのないようチェック機能

を十分発揮されたい。 

 以上ご報告いたします。 

○委員長（井上 正治） 以上、報告は終わりました。 

 これより分科会長報告に対する質疑に入ります。

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井上 正治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

 奥村忠俊委員。 

○委員（奥村 忠俊） 大変失礼しました。なれませ

んので失礼いたしました。 

 それでは、私から分科会におきます審議に対しま

して、反対討論をさせていただきたいと思います。 

 平成３０年度一般会計補正予算でありますけど

も……。ちょっと済みません、失礼します。 

○委員長（井上 正治） 暫時休憩します。 

午前９時３５分休憩 

──────────────────── 

午前９時３５分再開 

○委員長（井上 正治） 休憩前に引き続き会議を再

開いたします。 

 奥村忠俊委員。 

○委員（奥村 忠俊） それでは、平成３０年度一般

会計補正予算に対する反対討論をさせていただき

ます。 

 企画費中、プレミアム付商品券事業費として６１

９万５，０００円が計上されております。財源は総

務費国庫補助金ですけれども、これは政府が平成３

１年１０月に実施を計画している消費税８％から

１０％に引き上げるための準備として、プレミアム

付商品券事業費総務委託料が計上されております。

既に平成３１年度一般会計当初予算に対する反対

理由の中で述べておりますけれども、消費税引き上

げ対策として低所得者に対するプレミアムつき商

品券を発行するための準備費であります。 

 既に述べましたように、過去消費税が引き上げら

れるたびに国民は苦しい思いを強いられてきまし

た。また、ことし１０月の実施は決定されたもので

はなし、我々は何としましてもこの引き上げを許す

わけにいかないと考えているわけでありまして、そ

のための予算には賛成はできないことを表明し、反

対討論といたします。 

○委員長（井上 正治） そのほかにございませんか。 

 伊藤仁委員。 

○委員（伊藤  仁） 第２２号議案に賛成の立場で

討論申し上げます。 

 国の消費増税が前提のプレミアム付商品券事業

は、消費税増税に伴う消費の落ち込みを少しでも和

らげるために、低所得者の方々、３歳未満の子が属

する世帯の世帯主に限り購入ができる制度であり、

妥当な政策と考えます。 

 以上、賛成討論といたします。 

○委員長（井上 正治） そのほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井上 正治） 討論を打ち切ります。 
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 賛成、反対の意見がありますので、起立により採

決をいたします。 

 本案は、原案のとおり可決すべきことに賛成の委

員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○委員長（井上 正治） 起立多数により、第２２号

議案は、原案のとおり可決すべきものと決定しまし

た。 

 次に、第３２号議案、平成３１年度豊岡市一般会

計予算を議題といたします。 

 まず、総務分科会長の報告を求めます。 

 井垣文博委員。 

○総務分科会長（井垣 文博） 第３２号議案中、総

務分科会に分担されました事項について、審査の結

果をご報告いたします。 

 当分科会に分担されました事項は、所管事項に係

る歳入、全項目の人件費を含む歳出、債務負担行為、

地方債、一時借入金及び歳出予算の流用についてで

す。 

 当局に対し各項目にわたり詳細な説明を求め、慎

重に審査を行う中で、一部委員より反対の立場から、

個人市民税、法人市民税、固定資産税の超過課税は

やめるべきである。とりわけ個人市民税に対する超

過課税は全国唯一であり、決して裕福ではない豊岡

市民にさらに課税するとは酷なことである。人口減、

高齢化、過疎化は全国の地方都市共通の課題である

が、なぜ本市だけが超過課税をしているのか納得で

きず、知恵が足りないものと考える。よって超過課

税を含む本案には賛成できない。 

 一方、賛成の立場から、豊岡市民が決して裕福で

はないという状況は理解するところである。ただ、

本予算案は市税などの自主財源が３４．１％であり、

これは類似団体の４８．１％と比べて低く、また財

政調整基金から１６億円を繰り入れする必要があ

るなど、本市の財政状況が依然脆弱であることを示

している。今後行財政改革や公共施設再編などで歳

出の見直しを進め、持続可能な力を高めるなどの提

案がなされており、社会基盤整備、市民福祉の向上、

そして市民の要望に応えるため、まずは安定した財

政基盤が必要である。したがって、本案には賛成で

あるとの意見が出されました。 

 このため、採決を行った結果、賛成多数により、

原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上ご報告いたします。 

○委員長（井上 正治） 次に、文教民生分科会長の

報告を求めます。 

 竹中理委員。 

○文教民生分科会長（竹中  理） 第３２号議案中、

文教民生分科会に分担されました事項について、審

査の結果をご報告いたします。 

 当分科会に分担されました事項は、所管事項に係

る歳入歳出並びに債務負担行為及び地方債につい

てであります。 

 当局に対し各項目にわたり詳細な説明を求め、慎

重に審査を行った結果、一部委員より反対の立場か

ら、乳幼児等医療助成事業費について、３歳未満の

乳幼児医療費は県下では本市だけが有料である。子

育て世帯を主として市民要望の強い乳幼児医療費

の無料化を実施すべきだと考える。よって、乳幼児

医療費無料化が含まれない本案には反対であると

の意見が出されました。 

 一方、賛成の立場から、本案は３１年度当初予算

であり、市民の日々の暮らしを支える事務事業のほ

か、生涯学習サロン整備事業費、新文化会館整備事

業費、幼児教育無償化等を含む必要不可欠な議案で

ある。３歳未満の乳幼児医療費の無料化については、

本市におけるひとり親世帯の子供の貧困率が全国

平均に比べ高い状況にあり、子育て支援策の一つと

して重要である。当局からは、この件について研究

をするという姿勢も示されたところである。したが

って、本案には賛成であるとの意見が出されました。 

 このため、採決を行った結果、賛成多数により、

原案のとおり可決すべきものと決定をしました。 

 なお、当分科会は、次のとおり意見及び要望を付

すことに決定しました。 

 第１に、乳幼児等医療費助成事業費及び子ども医

療費助成事業費について。県下市町の状況を踏まえ

て、当局がその必要性を認識することがまず第一で

あり、今後さらに前向きな研究、検討を積極的に進

められたい。 
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 第２に、生涯学習サロン整備事業費について。当

局から新築整備の方針が示されたが、基礎工事、施

設規模等について具体的な内容は明確に示されて

いない。改修を前提として中古物件を購入したが、

不同沈下が発見されたことに伴い、整備方針の変更

を余儀なくされ、その結果、多額の経費が発生する

と見込まれる。総事業費の適正化を検証し、施設の

利活用についても十分検討され、中心市街地の活性

化に結びつくよう事業の推進を図られたい。 

 第３に、幼児教育・保育の無償化について。幼児

教育・保育の無償化により、さらなる保育ニーズの

高まりが見込まれる。保育士等の確保や施設のあり

方について、乳幼児人口の将来推移を見通すととも

に、保護者の現場の声や市民の意見等を十分に反映

した事業の推進を図られたい。 

 以上報告いたします。 

○委員長（井上 正治） 続いて、建設経済分科会長

の報告を求めます。 

 西田真委員。 

○建設経済分科会長（西田  真） 第３２号議案中、

建設経済分科会に分担されました事項について、審

査の結果をご報告いたします。 

 当分科会に分担されました事項は、所管事項に係

る歳入及び歳出、債務負担行為、地方債の関係部分

についてであります。 

 当局に対し各項目にわたり詳細な説明を求め、慎

重に審査を行った結果、一部委員より反対の立場か

ら、プレミアム付商品券事業について、購入価格は

２万円で商品券額面は２万５，０００円、２５％お

得というが、想定対象者は１万９，７３８人で市民

の４分の１にしかすぎない。財源について、国会の

開催中であり、消費税の引き上げが確定したわけで

はなく、仮に今後決定されたとしても、その時点で

の対応でいいのではないかと考える。また、但馬空

港利用促進費、運賃補助金の計上について、補助金

そのものに反対はしないが、他の補助金に比べ高過

ぎる。補助率を見直すべきであることはこれまでか

ら述べているとの意見が出されました。 

 一方、賛成の立場から、国の消費税増税が前提の

プレミアム付商品券事業は、消費税増税に伴う消費

の落ち込みを少しでも和らげるために低所得の

方々、３歳未満の子が属する世帯の世帯主に限り購

入ができる制度であり、妥当な施策と考える。また、

但馬空港利用促進費について、新型機が就航し、利

用者も増加していると聞く。今後も利用促進のため

に必要な予算と考えるとの意見が出されました。 

 このため、採決を行った結果、賛成多数で、原案

のとおり可決すべきものと決定しました。 

 なお、当分科会は、次のとおり意見及び要望を付

すことに決定しました。 

 第１に、プレミアム付商品券事業に関する件。消

費税引き上げに伴うプレミアム付商品券事業は、消

費の落ち込みを少しでも緩和させるために行われ

るものである。消費者が利用しやすく、また参加さ

れる商店等の負担が極力少なく、かつ地域的なばら

つきもできるだけ偏りがないようなスキームを考

えられたい。 

 第２に、バイオマスタウンの推進に関する件。バ

イオマスタウン構想のもと、国等の多額の補助金を

使い、豊岡産ペレット生産拠点として北但東部森林

組合が株式会社豊岡ペレットを立ち上げたが、本年

８月末のペレット製造の中止は大変残念なことで

ある。既に導入されたストーブ、ボイラーへの今後

のペレット供給については十分に検討し、安定して

継続使用ができるよう配慮されたい。また、森林環

境譲与税についても、本来の目的に沿って十分検討

した上で今後の展開を図られたい。 

 第３に、コウノトリ豊岡寄附金の推進に関する件。

本市のふるさと納税については、近年減少傾向にあ

る。品目やＰＲ方法の見直し等をさらに進めるなど、

増収に向けての一層の努力を傾注されたい。 

 第４に、コウノトリ育むお米の海外販売促進に関

する件。コウノトリ育むお米については、海外展開

はもとより、国内販売においてもより積極的に推進

されたい。 

 以上ご報告いたします。 

○委員長（井上 正治） 以上、報告は終わりました。 

 これより分科会会長報告に対する質疑に入りま

す。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（井上 正治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

 奥村忠俊委員。 

○委員（奥村 忠俊） 最初は分科会で分かれて審議

がされましたけれども、一般会計全般について、会

派を代表して反対討論とさせていただきたいと思

います。 

 平成３１年度豊岡市一般会計予算に対し、次の理

由により反対します。 

 第１は、歳入における市民税の超過負担です。平

成１７年４月の合併から１３年が経過しました。旧

豊岡市民だけに都市計画税が課せられ続けている

という不公平な課税を解消することは当然のこと

だったと思います。しかし、約５億円の歳入をなく

することは、財政運営上、また都市基盤整備にかけ

た起債の償還などのため、別の課税制度として新た

に市民税と固定資産税の超過課税が創設されまし

た。課税額は、個人市民税が約５，０００万円、法

人市民税は１億２，１００万円、固定資産税は３億

２，７００万円であります。個人市民税に超過負担

を求めているのは、全国で豊岡市のみとなっており

ます。また、法人市民税は、全国で徴収している例

はありますが、標準徴収率の９．７％を限度いっぱ

いの１２．１％として課税しておりますが、市内事

業者にとって苛酷な課税であると考えます。財政が

厳しいことを理由に超過負担をいつまで続けてい

くんだろうか。市民への超過負担はやめるべきであ

る、このように考えます。 

 第２は、プレミアム付商品券事業です。政府は、

ことし１０月に消費税を８％から１０％に増税す

ると表明しております。これは、安倍政権が２０１

２年末に復帰してから経済の拡大が続き、景気は拡

大、戦後最長になったと宣伝をしてきました。しか

し、毎月の勤労統計調査の不正偽装や政府の経済統

計自体の信頼性が揺るいでいます。内閣府は、こと

し１月の景気動向指数は３カ月連続して悪化し、景

気判断を足踏みから下方への局面変化に引き下げ

ました。つまり、政府自体が景気の悪化を認めてお

ります。ＧＤＰの約６割を占める個人消費は０．

４％しかふえておらず、消費の不況は依然深刻であ

ります。仮に１０月から増税を強行すれば、暮らし

と経済に壊滅的打撃を与えるのは必至であります。 

 消費税の歴史は、平成元年から３％でスタートし、

平成９年５％、平成２６年８％、そして平成３１年

１０月から１０％が計画をされています。しかし、

重大なことは、消費税が引き上げられるたびに不況

が深刻さを増してきたことを国民は知っておりま

す。今回１０％になれば、国民生活は一層深刻な状

態になることは明らかであります。 

 今回提案されている予算のプレミアムつき商品

券は、購入価格２万円で、商品券額面は２万５，０

００円、２５％お得といいますが、対象者は市民全

体の約２４％で、あとの７６％は対象外であります。

国民の一部にあめ玉をなめさせるようなことにす

ぎない、このように思います。 

 提案では、プレミアムつき商品券の財源は国庫補

助金１億３，４９３万円、商品券販売収入３億９，

４７６万円ですが、今回の開会中でも消費税の引き

上げが確定したわけではなく、仮に今後決定された

としても、その時点での対応でいいのではないか、

このように考えます。政府が国民生活の向上のため

の財源が必要であれば、軍事費の見直しや大企業に

対する税の軽減税率などの見直しで十分確保でき

る、このように思います。 

 第３に、豊岡市の新年度予算には、今回も多額の

但馬空港利用促進費、運賃補助金が計上されており

ます。補助金そのものに反対するわけではありませ

んが、補助率が他の補助制度に比べ異常に高く、利

用者も広く市民が活用してるとは言えず、軽減率の

見直しを検討するべきであります。 

 第４に、豊岡市が環境保全、クリーンエネルギー

などをテーマに打ち出してきたバイオマスタウン

構想は、ペレットの製造から木質チップ製造に切り

かえる提案がありました。経営面での不振がその理

由ですが、市が誇るべき構想が破綻したことは非常

に残念であります。チップ製造を始めることに反対

するわけではありませんが、一般質問でも述べまし

たように、およそ７億６，５００万円を投入し、ペ

レットストーブは民間と合わせて３９４台、ペレッ

トボイラーは６基、製造施設一式があります。余り
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にも大きな投資であり、需要もあることから考えれ

ば、ペレットの製造も続けていくべきである、この

ことを強調しておきたいと思います。 

 第５に、子供の医療費無料化を求めてきました。

特に３歳児までの乳児医療費は、県下４１市町のう

ち４０の自治体で無料になっています。有料は豊岡

市のみです。３歳児以下の乳幼児は抵抗力も弱く、

医療機関にかかる回数も多い。このため、子育て世

帯にとっては医療費が大きな不安要素になってお

ります。子供の医療費無料化は子育て世帯に対する

支援であり、市民要望が強いことを市当局も十分承

知されているはずであり、直ちに実施するべきであ

ります。 

 以上意見を述べまして、平成３１年度一般会計予

算に対する反対討論とします。 

○委員長（井上 正治） ほかにありませんか。 

 清水寛委員。 

○委員（清水  寛） 総務委員会に付された超過課

税を含む第３２号議案、平成３１年度豊岡市一般会

計予算に、賛成の立場で討論をします。 

 市民生活は依然として厳しいという昨今の状況

は理解するところですが、歳入における市民税、固

定資産税の超過課税廃止について討論がありまし

た。平成３１年度予算において、一般会計は対前年

比３．０％の増ですが、経常費の大幅な上昇に対応

するために一般財源に財政調整基金から１６億円

を繰り入れた予算であり、市税などの自主財源比率

は３４．１％、類似団体４８．１％に比べて低く、

依然脆弱な財政状況であります。 

 有利な財源である合併特例債の活用も限られ、公

共施設再編も待ったなしの中、現在と未来の市民要

望に応えていく必要があります。市民の日々の暮ら

しを着実に支え続け、災害、コミュニティ、経済、

財政の危機から脱却するための財源として、超過課

税は必要です。 

 今議会においても、今後行財政改革や公共施設再

編計画など、さらに歳出の見直しを進めながら、地

方創生事業によって人手不足や生産性向上、産業育

成など、人口減少対策に総合的に取り組み、持続可

能な力を高めるなどの提案をされております。施策

をしっかり検証し、社会基盤整備、市民福祉の向上、

そして市民の要望に応えるため、まずは安定した財

政基盤が必要です。 

 よって、市民税、固定資産税の超過課税分を含む

本案に賛成いたします。 

○委員長（井上 正治） ほかにありませんか。 

 青山憲司委員。 

○委員（青山 憲司） ただいま議題となっておりま

す第３２号議案、平成３１年度豊岡市一般会計予算

について、賛成の立場で討論を行います。 

 まず、本議案は、一般経常経費を初め生涯学習サ

ロンの整備事業費、また新文化会館の整備事業費、

消費税増税に伴う幼児教育無償化に係る重要な経

費等を含む、新年度の市民サービスに向けて必要不

可欠な予算であります。 

 私が所属しております委員会では、乳幼児医療費

の無料化が含まれてないとの内容で否決すべきと

の意見がございました。子ども医療費、あるいは乳

幼児医療費につきましては、厚生労働省におきまし

て子育て支援、地方創生の観点から、子どもの医療

制度の在り方等に関する検討会の取りまとめの中

で、子ども医療費助成制度は国の制度として全国一

律の制度であり、どこに住んでも同じであるべき、

また医療費の無償化は子供の命を守る仕組みにな

っているとの意見を踏まえ、平成３０年度から自治

体の少子化対策の取り組みを支援する観点から未

就学児までを対象とする医療費助成については国

保の減額調整措置を行わないとされてきました。県

内におきましては、本市を除く他市町においては乳

幼児医療費が無料であり、私もその方針を強く求め

てきたところでございます。 

 そんな中、この３月議会では、２月２１日に本市

における子供の貧困対策が示され、本議会でも多く

の関心を集めるところとなりました。本市における

ひとり親世帯の相対的貧困率は全国に比べて高く、

とりわけ女性世帯主の貧困率は全国より相当高い

とのデータも明らかにされ、子供の貧困に対しては

何らかの対策が必要とされています。 

 乳幼児医療費並びに子ども医療費の無料化につ

いては、地方創生事業における子育て支援策として
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検討されるべきであり、委員会においてもその意義

を、あるいは必要性を確認したところ、当局からは

前向きに検討するという姿勢が示されたところで

ございます。何より、この制度につきましては、当

局の必要性の認識に基づく施策の展開が必要であ

り、無償化へ向けた前向きな研究、検討を期待する

ところであります。 

 したがって、本議案は可決すべきと判断し、賛成

討論といたします。 

○委員長（井上 正治） ほかにありませんか。 

 伊藤仁委員。 

○委員（伊藤  仁） 第３２号議案に係ります建設

経済分に、賛成の立場で討論を申し上げます。 

 コウノトリ但馬空港は、但馬地域の空の玄関口と

して、国内を初めインバウンドの誘客を促進し、地

方創生に欠かせない重要な交通機関となっており

ます。 

 新型機も就航し、座席数や快適性ともに大きく向

上し、利用者も大幅に増加していると伺っておりま

す。今後も一層利用促進を進め、大交流の実現を図

る上でも、但馬空港関連の予算は必要であると考え

ます。 

 次に、国の消費増税が前提のプレミアム付商品券

事業は、消費増税に伴う消費の落ち込みを少しでも

和らげるために、低所得者の方々、３歳未満の子が

属する世帯の世帯主に限り購入ができる制度であ

り、妥当な施策と考えます。 

 また、国の財政運営上、消費税の引き上げもやむ

を得ないと考えております。 

 以上、賛成討論といたします。 

○委員長（井上 正治） ほかにありませんか。 

 討論を打ち切ります。 

 賛成、反対の意見がありますので、起立により採

決をいたします。 

 本案は、原案のとおり可決すべきことに賛成の委

員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○委員長（井上 正治） 起立多数により、第３２号

議案は、原案のとおり可決すべきものと決定しまし

た。 

 続いて、第４４号議案、平成３０年度豊岡市一般

会計補正予算（第１２号）を議題といたします。 

 総務分科会長の報告を求めます。 

 井垣文博委員。 

○総務分科会長（井垣 文博） 第４４号議案につい

て、総務分科会における審査の結果をご報告いたし

ます。 

 本案は、豊岡消防本部の高機能指令台に組み込ま

れている長時間録音装置が故障し、緊急に修理を行

うため予備費を充用し、事業予算を確保したものの、

年度内に完了が困難であるため、繰越明許費を追加

しようとするものです。 

 当局に対し各項目にわたり詳細な説明を求め、慎

重に審査を行った結果、格別異議なく、原案のとお

り可決すべきものと決定しました。 

 以上ご報告いたします。 

○委員長（井上 正治） 報告は終わりました。 

 これより分科会長報告に対する質疑に入ります。

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井上 正治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井上 正治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井上 正治） ご異議なしと認めます。よ

って、第４４号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 以上で当委員会に審査を付託されました案件の

審査は終了しました。 

 続いて、委員会意見・要望として委員長報告に付

すべき内容について、協議いただきたいと思います。 

 お手元に配付いたしております各分科会におけ

る意見及び要望は、第２２号議案及び第３２号議案

についてであります。 

 各委員からの追加の意見及び要望はございませ

んでした。 

 初めに、第２２号議案、建設経済分科会から提案
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された森林整備地域活動支援交付金の自主返納に

関する件についてを議題といたします。 

 建設経済分科会提案のとおり、当委員会の意見及

び要望として付すことにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井上 正治） ご異議なしと認めます。よ

って、森林整備地域活動支援交付金の自主返納に関

する件は、当委員会の意見及び要望として付すこと

に決定をいたしました。 

 次に、第３２号議案、文教民生分科会から提案さ

れた乳幼児等医療費助成事業費及び子ども医療費

助成事業費に関する件ほか２件並びに建設経済分

科会から提案されたプレミアム付商品券事業費に

関する件ほか３件についてを議題といたします。 

 文教民生分科会及び建設経済分科会提案のとお

り、当委員会の意見及び要望として付すことにご異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井上 正治） ご異議なしと認めます。よ

って、文教民生分科会及び建設経済分科会からそれ

ぞれに提案された乳幼児等医療費助成事業費及び

子ども医療費助成時行政費に関する件ほか６件は、

当委員会の意見及び要望として付すことに決定を

いたしました。 

 続いて、委員長報告についてですが、内容につき

ましては正副委員長に一任願いたいと思いますが、

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井上 正治） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定いたしました。 

 次に、２の閉会中の継続審査の申し出についてを

お諮りをいたします。 

 議長に対して、委員会重点調査事項を閉会中の継

続審査事項として申し出たいと思いますが、これに

ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井上 正治） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定いたしました。 

 続いて、３のその他ですが、委員の皆さんから何

かあればご発言を願います。ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（井上 正治） ないようでございますので、

以上をもちまして予算決算委員会を閉会をいたし

ます。大変ご苦労さまでございました。 

午前１０時０８分閉会 

──────────────────── 

 


